PCBが使用された廃安定器の

分解又は解体作業に係る事前相談書

年　　月　　日

　 (あて先)

埼玉県知事　

相談者　　〒
住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　
（法人にあっては名称及び代表者の氏名）

電話番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者職氏名）

　当社（私）が保管しているコンデンサ外付け型PCB使用廃安定器について、下記のとおり分解又は解体作業（以下「分解等作業」という。）を実施したいので、事前に相談します。
記

１　現在の保管状況

（１）事業所名　

（２）所在地

（３）PCB使用廃安定器の個数

　　　全体　　　　　個（うち、コンデンサ外付け型　　　　個）

２　分解等作業の実施場所

（１）事業所名　　１に同じ

（２）所在地　　１に同じ

３　分解等作業に立ち会う、当社の特別管理産業廃棄物管理責任者

（１）氏名

（２）電話番号
４　分解等作業を実施するコンデンサ外付け型PCB使用安定器の個数

　　　　　個（別添写真のとおり）
５　分解等作業実施後のPCB廃棄物の処分先

（１）コンデンサ部分　JESCO北海道PCB処理事業所

（２）コンデンサ以外の部材

　　ア　高濃度の場合　JESCO北海道PCB処理事業所

　　イ　低濃度の場合　
６　分解等作業の内容

（１）廃安定器のコンデンサに腐食、膨張、漏出、油にじみ等がなく、当該コンデンサの形状及び性状に変化が生じていないことをあらかじめ目視で確認する。腐食等を確認した廃安定器については、分解等作業を実施しない。

（２）目視確認により分解等作業可能と判断された廃安定器の金属バンド又はケースを取り外し、リード線切断によりコンデンサを取り出す。その際、コンデンサに封入された高濃度のPCB及びそのPCBが付着・含浸したコンデンサ以外の部材が飛散・流出・揮散しないよう、安全に最大限の注意を払う。

（３）取り出したコンデンサは高濃度のPCBを含む廃棄物として適正な処理を行うため、JESCOに搬入可能な容器に保管する。また、コンデンサ以外の部材についても、PCB含有量の測定後にPCB廃棄物として処理するために、ドラム缶等の適切な容器に収納する。

（４）コンデンサ以外の部材のPCB含有量の測定については、平成４年７月３日付け厚生省告示第１９２号「特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に係る基準の検定方法」別表第３の第２「拭き取り試験法」により実施し、分析試料の代表性の確保については、JIS K0060-1992「産業廃棄物のサンプリング方法」に準じる。なお、試料採取に当たっては、各部材の最もPCB汚染の可能性が高い部分を採取する。
７　生活環境保全上の支障を防止するための措置

（１）分解等作業を実施する床面を不浸透性の材料で覆う又はオイルパンを設置する。
（２）高濃度のＰＣＢが漏れた場合に備え、漏えいしたコンデンサを密閉する不浸透性のビニール袋、ウエス及び汚染物収納容器を準備する。なお、万が一、高濃度のＰＣＢが漏れた場合には、速やかにウエス等で拭き取り、専用の保管容器に収納した後、県に報告する。

（３）PCB等が人体に触れないよう耐油性ゴム手袋、保護マスク、保護メガネ等適当な保護具（管理レベル１※程度）を着用する。なお、漏えいが認められた時に備えて、管理レベル２※の保護具を備え付ける。

※　平成17年2月10日付け厚生労働省労働基準局長通知（基発第0210005号「ＰＣＢ廃棄物の処理作業等における安全衛生対策について」）別表1

８　分解等作業実施後の報告等
（１）分解等作業の実施前後のPCB廃棄物の写真、実施後のPCB廃棄物一覧表及び保管状況の写真を添付した作業実施報告書を速やかに提出する。
（２）PCB特措法に基づくPCB廃棄物の保管及び処分状況等届出書については、分解等作業実施後のPCB廃棄物の数量を確実に記載し、翌年度の6月30日までに提出する。
（３）分解又は解体により取り出されたコンデンサは、高濃度PCB廃棄物として適正に処理するために、速やかにJESCOに荷姿登録する。
《作成例》








